
６

あ
ら
か
る
と

筑
西

暮
ら
し
を
考
え　

ま
ち
を
知
り
た
い　

み
ん
な
の
広
場

10

　

秋
晴
れ
と
な
っ
た
10
月
15
日
、
市
民
会

館
で
、
筑
西
市
戦
没
者
追
悼
式
を
挙
行
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
先
の
大
戦
で
尊
い
命

を
失
っ
た
筑
西
市
関
係
の
戦
没
者
の
御み

霊た
ま

に
対
し
追
悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、

そ
の
遺
族
に
深
い
敬
意
を
表
し
、
市
民
を

あ
げ
て
恒
久
平
和
を
祈
念
、
市
勢
発
展
へ

の
決
意
を
新
た
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
開

催
し
た
も
の
で
す
。
当
日
は
、
亡
く
な
っ

た
軍
人
・
軍
属
な
ど
の
遺
族
や
来
賓
な
ど

約
６
０
０
人
が
参
列
。
冨
山
省
三
市
長
に

よ
る
式
辞
、
来
賓
に
よ
る
追
悼
の
辞
に
続

き
、
遺
族
会
各
地
区
代
表
者
な
ど
に
よ
る

献
花
を
行
い
ま
し
た
。

戦没者 2,877 人の御霊に追悼の意

　

浄
化
槽
の
日
実
行
委
員
会
が
主
催
し
、

環
境
省
と
国
土
交
通
省
の
後
援
に
よ
り
毎

年
開
催
し
て
い
る
『
全
国
浄
化
槽
大
会
』

に
あ
わ
せ
て
行
わ
れ
た
標
語
募
集
で
、
五

所
小
学
校
６
年
の
日ひ

比び

野の

崇し
ゅ
うく

ん
（
上か

み

平ひ
ら

塚つ
か

）
が
、
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

作
品
は
『
水
は
地
球
の
宝
物 

み
ん
な
で

広
め
よ
う 

浄
化
の
心
』。
昨
年
秋
に
社
会

科
の
授
業
の
一
環
と
し
て
、
五
所
地
区
内

に
あ
る
浄
化
槽
を
製
造
し
て
い
る
工
場
を

見
学
、
そ
の
時
に
感
じ
た
こ
と
を
標
語
で

表
現
し
ま
し
た
。「
工
場
を
見
学
し
て
、

水
と
環
境
の
大
切
さ
が
わ
か
り
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
を
も
ら
え
て
う
れ
し
い
で
す
」。

水は地球の宝物…

　

筑
西
市
�
�
�
�
（
会
長
�

筑
西
市
�
�
�
�
（
会
長
�
池い

け

内う
ち

廣ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
・
68
歳
）
が
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
優
良
団

体
と
し
て
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
け
ま

し
た
。
同
�
�
は
、
昭
和
40
年
創
設
の
下

館
市
�
�
�
�
時
代
か
ら
、
�
�
の
普
及

や
青
少
年
の
健
全
育
成
に
貢
献
。
昭
和
45

年
の
下
館
武
�
館
竣
工
以
降
は
同
館
を
拠

点
に
、
子
ど
も
か
ら
青
年
ま
で
が
参
加
し

て
稽け

い

古こ

を
続
け
て
い
ま
す
。
ま
た
昨
年
は
、

地
域
で
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
行
う
35
歳
以
下
の

選
手
が
参
加
す
る
全
国
青
年
大
会
の
�
�

で
優
勝
。
池
内
会
長
は
、「
�
�
を
通
じ

て
立
派
な
人
間
を
育
て
る
こ
と
、
人
づ
く

り
が
目
標
で
す
」
と
語
って
く
れ
ま
し
た
。

柔道を通じて人を育てる

第 20 回全国浄化槽大会の標語で最優秀賞

筑西市柔道連盟に文部科学大臣表彰

筑西市戦没者追悼式



筑西あらかると

詳細は変更になる場合があります。事前に確認しておでかけください。

 ぼくたち・わたしたち １歳になりました

平成 19 年 1 月生まれのお子さんの写真を募集しています。

写真裏面に①お子さんの氏名・ふりがな・生年月日・性別 ②保

護者氏名・郵便番号・住所・電話番号を明記し、11 月 30 日（木）

までに市広報広聴課へ。応募者多数の場合は抽選とします。

12/25（月） 津軽三味線「吉田兄弟」全国ツアー 2006
茨城県立県民文化センター�水戸市� 02��241�1166�開�水戸市� 02��241�1166�開水戸市� 02��241�1166�開� 02��241�1166�開開
演 午後６時 30 分 Ｓ席 6,500 円 Ａ席 5,500 円 和太鼓・ヴァイ
オリン・尺八との豪華競演。2006 年吉田兄弟の集大成がここに。

臼
うす

 井
い

  千
ち

 夏
なつ

 ちゃん

11月 8日生 （��）��））
石
いし

 川
かわ

  智
さと

 子
こ

 ちゃん

11月8日生（茂田）
古
こ

 池
いけ

  心
ここ

 美
み

 ちゃん

11月 8日生 （�部）�部））
檜
ひ

 森
もり

  幸
ゆき

 奈
な

 ちゃん

11月 8日生 （�方）�方））
長
なが

 濵
はま

  祐
ゆう

 太
た

 くん 

11月 9日生 （玉戸）
百
から

木
き

田
た

 愛
まな

 斗
と

 くん

11月 11日生 （下中�）

大
おお

 島
しま

  温
はる

 希
き

 くん

11月 25日生（��）��））
廣
ひろ

 瀬
せ

  未
み

 羽
う

 ちゃん

11月 25日生（鷹場町）

飛
ひ

 田
だ

  賢
けん

 人
と

 くん

11月 5日生 （玉戸玉戸）
平
ひら

 �
やま

  愛
あい

 梨
り

 ちゃん

11月 1日生（�方）
�
や

 島
じま

  悠
ゆう

 斗
と

 くん

11月 5日生（�井日生（�井生 （�井�井）
熊
くま

 木
き

  佳
けい

 汰
た

 くん

11月 6日生 （市野�）市野�））
佐
さ

 久
く

 間
ま

 柚
ゆず

 凪
な

 ちゃん

11月 6日生 （岡芹）岡芹））
�
やま

 口
ぐち

  未
み

 聖
さと

 ちゃん

11月6日生 （みどり町）みどり町））
雨
あめ

 宮
みや

  和
かず

 希
き

 くん

11月 8日生 （�田）�田））

11 おでかけガイド／わが家のアイドル

11/26（日） 劇団四季ミュージカル「異国の丘」
栃木県総合文化センター���宮市� 028�643�1010� 開���宮市� 028�643�1010� 開��宮市� 028�643�1010� 開� 028�643�1010� 開 開
演午後６時 30 分　Ｓ席 8,400 円 Ａ席 7,350 円 Ｂ席 6,300 円 
Ｃ席 4,200 円　昭和の歴史を問い直す衝撃のミュージカル。

柴
しば

 田
た

  真
ま

 生
お

 ちゃん

11月13日生（下中�）
佐
さ

々
さ

木
き

 玲
れい

 奈
な

 ちゃん

11月14日生 （向川澄）
尾
お

 竹
たけ

  梓
あずさ

 ちゃん

11月 16日生 （市野�）
広
ひろ

 瀬
せ

  未
み

 來
く

 ちゃん

11月 16日生 （海老江）
池
いけ

 羽
ば

 梨
り

里
り

花
か

 ちゃん

11月 17日生 （玉戸）玉戸））
大
おお

久
く

保
ぼ

ここな ちゃん

11月 18日生 （玉戸）玉戸））
上
うえ

 野
の

  真
まさ

 輝
き

 くん

11月 18日生 （関本下）

（土） コンチェルト・コペンハーゲン演奏会
つくばノバホール�つくば市� 02��852�6470��つくば市� 02��852�6470�つくば市� 02��852�6470�� 02��852�6470� 
開演午後３時　Ａ席 3,500 円 Ｂ席 2,500 円 Ｃ席
1,500 円 北欧を代表する古楽器オーケストラ

１/20

瀬
せ

 尾
お

  寿
かず

 仁
と

 くん

11月 30日生（��）��））

豊
とよ

 田
た

 くるみ ちゃん

11月 10日生 （�生）�生））

12/10（日） ケルティック・クリスマスコンサート

つくばカピオホール �つくば市� 02��851�2886� �つくば市� 02��851�2886�つくば市� 02��851�2886�� 02��851�2886�
開演午後６時　全席指定 4,500 円　冬の風物詩
恒例のケルト音楽フェスティバルがつくばに上陸。

（土） 筑波大学混声合唱団定期演奏会
つくばノバホール�つくば市� 0�0�1203�4255��つくば市� 0�0�1203�4255�つくば市� 0�0�1203�4255�� 0�0�1203�4255�
開演午後２時 前売400円 当日500円　団伊玖磨

「筑後川」　高田三郎「水のいのち」ほか

12/16

12/６（水） レニングラード国立バレエ「くるみ割り人形」
茨城県立県民文化センター�水戸市� 02��241�水戸市� 02��241水戸市� 02��24102��241

�1166� 開演午後６時 30 分 Ｓ席 12,000 円 Ａ席 開演午後６時 30 分 Ｓ席 12,000 円 Ａ席
10,000 円 Ｂ席 8,000 円 Ｃ席 6,000 円　
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第
�
�
�
�� 

筑
西
市

▲�・杜�（かきつばた）観���氏�・杜�（かきつばた）観���氏観���氏ほか

▼��・��（みわ）��修一氏��・��（みわ）��修一氏氏ほか

▼��・�戸（ふ�と）���一氏��・�戸（ふ�と）���一氏ほか



13 スナップ／輝く人

　

平
成
元
年
に
旧
下
館
市
の
市
制
施
行
35
周

年
記
念
事
業
と
し
て
開
催
し
て
�
�
�
�
�
�

し
て
�
�
�
�
�
�

�
�
�

る
風
物
詩
と
し
て
毎
年
実
施
し
て
き
た
下
館
薪

能
。
�
年
�
�
�
市
下
館
薪
能
�
と
�
�
�
�

�
年
�
�
�
市
下
館
薪
能
�
と
�
�
�
�

�
�
�
市
下
館
薪
能
�
と
�
�
�
�

�
�
�
��

め
�
�
年
�

�
年
�
10
月
８
日
に
開
催
し
�
し
た
。

開
催
し
�
し
た
。

　

�
�
�
�
�
�
�
に
�
と
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
に
�
と
�
�
�
�
�
�
�

玄
の
世
界
�
あ
ら
わ
す
能
。
滑
稽
�
仕
草
�
表

情
�
�
観
る
者
�
惹
き
つ
け
る
狂
言
。
梅
若
吉

之
丞
氏
�
観
世
榮
夫
氏
�
野
村
�
�
氏
と
�
�

�
�
氏
と
�
�

氏
と
�
�

当
代
一
流
の
能
楽
師
・
狂
言
師
が
繰
り
広
げ
る

伝
統
の
�
台
が
�
�
�
市
�
�
館
�
�
め
た
�

が
�
�
�
市
�
�
館
�
�
め
た
�

市
�
�
館
�
�
め
た
�

�
�
め
た
�

員
の
観
客
�
魅
了
し
�
し
た
。。

三
輪

藤
戸

仕
舞

能　

 

杜
若

狂
言 

柿
山
伏

能　

 
恋
重
荷

▲▼�・��荷（�いのおもに）�・��荷（�いのおもに）��吉之丞氏ほか

狂
言
・
柿
山
伏
（
か
き
や
ま
ぶ
し
）
野
村
萬
斎
��
ほ
か 

▼ 

▲



おたより

マイドリムー・

14

日ごろの暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。広報広聴課まで日ごろの暮らしの中で思っていることを投稿してください。匿名可。広報広聴課まで

６年生が描
くわたしの夢・このまちの未来

私
は
小
さ
い
子
が
好
き
な

の
で
保
育
士
に
な
り
た
い
。

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

豊
か
に
す
ご
せ
る
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

�
た な か

中  温
あ つ こ

子 白
しらいし

石  大
だ い き

樹

私
の
夢
は
エ
レ
ク
ト
ー
ン

の
先
生
に
な
る
こ
と
。
将

来
は
、
市
民
み
ん
な
が
心

は
ず
む
よ
う
な
演
奏
を
し

た
い
で
す
。

わ
た
し
は
将
来
、
ピ
ア
ニ
ス

ト
に
な
り
た
い
。
良
い
曲
を

み
ん
な
に
た
く
さ
ん
聞
か
せ

て
あ
げ
て
、
ま
ち
全
体
を
元

気
に
し
た
い
で
す
。

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
自

分
の
ま
ち
を
き
れ
い
に
す

る
こ
と
。
ご
み
を
な
く
し

て
、
き
れ
い
な
ま
ち
に
し

た
い
で
す
。

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
サ
ッ

カ
ー
選
手
に
な
る
こ
と
で

す
。
筑
西
市
が
平
和
で
活

気
が
あ
る
ま
ち
に
な
っ
た

ら
い
い
な
。

中 

小
学
校

児
童
数
２
７
５
人

児
童
数
５
２
２
人

私
の
夢
は
、
保
母
さ
ん
に

な
る
こ
と
で
す
。
小
さ
な

子
が
大
好
き
で
す
。
筑
西

市
を
あ
い
さ
つ
い
っ
ぱ
い

の
ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

落
おちあい

合  麻
ま お

緒 袖
そでやま

山  武
た け し

志 中
なかじま

島  友
ともひろ

寛荻
おぎわら

原  悠
ゆ う と

斗

将
来
の
夢
は
、
料
理
屋
の

店
長
に
な
る
こ
と
。
筑
西

市
を
ご
み
一
つ
落
ち
て
い

な
い
、
き
れ
い
な
ま
ち
に

し
た
い
で
す
。

将
来
の
夢
は
ア
ナ
ウ
ン

サ
ー
に
な
る
こ
と
。
情
報
を

正
し
く
伝
え
て
、
子
ど
も
や

お
年
寄
り
が
安
心
し
て
住

め
る
ま
ち
に
し
た
い
で
す
。

ぼ
く
の
将
来
の
夢
は
、
水

泳
選
手
に
な
る
こ
と
。
将

来
の
筑
西
市
は
緑
い
っ
ぱ

い
で
、楽
し
い
ま
ち
で
あ
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

僕
の
将
来
の
夢
は
、
み
ん
な

の
意
見
を
聞
い
て
発
明
す
る

こ
と
。
将
来
の
筑
西
市
は
、

自
然
を
大
切
に
す
る
ま
ち
に

な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

新
治
小
学
校

　

一
昨
年
の
秋
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
県

域
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
が
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
、
全
国
で
唯
一
、
茨

城
県
に
は
県
民
向
け
の
テ
レ
ビ
放
送

局
が
な
く
、
朗
報
に
胸
を
躍
ら
せ
ま

し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
実
際
に
放
送
が
始

ま
っ
て
も
、
視
聴
エ
リ
ア
は
限
定
さ

れ
て
お
り
、
２
年
以
上
が
過
ぎ
た
今

で
も
、
私
た
ち
の
住
む
筑
西
市
で
は

視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

新
聞
の
テ
レ
ビ
欄
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸

放
送
局
が
出
し
て
い
る
チ
ラ
シ
を
見

る
と
、
見
て
み
た
い
番
組
が
た
く
さ

ん
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
筑

西
市
に
関
�
し
た
放
送
も
あ
る
よ
う

で
す
。

　

そ
こ
で
、
市
役
所
に
お
願
い
が
あ

り
ま
す
。
一
日
も
早
く
、
筑
西
市
で

も
放
送
が
視
聴
で
き
る
よ
う
に
、
放

送
エ
リ
ア
の
拡
大
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
水
戸
放

送
局
に
対
し
て
要
望
し
て
い
た
だ
け

な
い
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
（
匿
名
）

県
域
デ
ジ
タ
ル
放
送
の

視
聴
エ
リ
ア
拡
大
を

永
ながもり

盛  佑
ゆ う き

樹早
は や せ

瀬    歩
あゆみ

永
ながもり

盛  葉
は づ き

月

大
おおばやし

林 可
か な こ

奈子



15 スナップ／輝く人

　今年は昭和 61 年の小貝川大水害からちょ
うど 20 年。国土交通省では、その後の河川
改修事業の取り組みを多くの市民に見ても
らおうと、10 月 14 日、ウオーキングフェス
タを開催しました。出発地点の下岡崎近隣公
園には約 300 人の参加者が集まり、目的地の
母
は

子
こ

島
じま

遊水地をめざしました。美しい筑波山
と穏やかに流れる小貝川を見ながら、参加者
は楽しい秋の一日を過ごしました。

ゴールめざしてかんばるぞ
ウオーキングフェスタ in 小貝川

スナップ

『
苦
し
い
時
は
前
進
し
て
い
る
』と
、

 

け
が
を
し
た
日
々
が
教
え
て
く
れ
ま
し
た

人輝く

少
年
の
主
張
茨
城
県
大
会
で
県
知
事
賞
を
受
賞

 

「『
運
動
は
禁
止
で
す
』。
腰
の
不
調
を
感
じ
て
行
っ
た

病
院
で
医
者
に
こ
う
言
わ
れ
た
時
か
ら
、
僕
の
『
苦
し

い
時
』
は
始
ま
り
ま
し
た
。
僕
は
野
球
部
に
所
属
し
て

い
ま
す
。
こ
ん
な
自
分
で
も
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
る

は
ず
だ
、
み
ん
な
の
た
め
に
が
ん
ば
ろ
う
と
、
用
具
室

の
掃
除
を
し
た
り
、
�
具

の
整
備
を
し
た
り
、
考
え

ら
れ
る
こ
と
を
僕
な
り
に

一
生
懸
命
や
り
ま
し
た
」

と
、
腰よ

う

椎つ
い

分ぶ
ん

離り

症し
ょ
うに
苦
し

ん
だ
日
々
に
つ
い
て
聴
衆

に
語
っ
た
の
は
、
下
館
中

学
校
３
年
の
仁
平
裕
一
く

ん
。
仁
平
く
ん
は
、
９
月

30
日
に
牛
久
市
中
央
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
『
少
年
の
主
張
茨
城
県
大
会
』
に
出
場
し
、
応
募

者
１
万
７
千
人
の
頂
点
・
県
知
事
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

主
張
の
後
半
で
は
仁
平
く
ん
が
、
自
分
を
応
援
し

て
く
れ
る
仲
間
や
家
族
の
存
在
に
気
が
つ
く
場
面
が

語
ら
れ
ま
し
た
。「
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
走
る
仲
間
に
冷
た

い
水
を
手
渡
す
と
、
み
ん
な
が
『
あ
り
が
と
う
』
と

言
う
の
で
す
。
毎
日
毎
日
仲
間
た
ち
は
言
っ
て
く
れ

ま
し
た
。
自
分
が
縁
の
下
の
力
持
ち
だ
と
思
っ
て
い

た
け
れ
ど
、
僕
が
み
ん
な
に
支
え
ら
れ
て
い
た
の
で

す
」
そ
れ
に
気
が
つ
い
た
こ
と
は
、
彼
に
と
っ
て
ひ

と
つ
の
前
進
で
し
た
。「
苦
し
い
時
は
前
進
し
て
い

る
。
こ
の
言
葉
の
意
味
が
、今
僕
に
は
わ
か
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
っ
と
苦
し
い
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
け
れ

ど
、
逃
げ
な
い
で
強
い
心
を
持

ち
生
き
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
」。

　

そ
の
後
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
立
て

る
よ
う
に
な
っ
た
仁
平
く
ん
。

こ
の
夏
３
年
生
最
後
の
大
会
で

は
、
見
事
３
塁
打
を
放
ち
ま
し
た
。

仁に

平へ

い 

裕ゆ

う

一い

ち

く
ん
（
中な

か

舘だ
て

）

筑西あらかると
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ぶ
ら
り
真
岡
鐵
道
の
旅

　

下
館
駅
を
出
発
し
て
45
分
、
Ｓ
Ｌ
の
停
車

駅
「
益
子
駅
」
に
到
着
し
ま
す
。
益
子
駅
の

あ
る
益
子
町
は
、「
瀬
戸
」「
有
田
」
と
並
ぶ

国
内
屈
指
の
焼
物
の
町
で
す
。
春
と
秋
に
開

催
さ
れ
る
陶
器
市
に
は
全
国
か
ら
約
50
万
人

の
観
光
客
が
訪
れ
ま
す
。
駅
舎
は
観
光
客
を

迎
え
る
玄
関
口
と
し
て
、
平
成
10
年
に
改
築

さ
れ
ま
し
た
。
構
内
の
大
き
な
焼
物
と
時
計

台
が
印
象
的
で
関
東
の
駅
１
０
０
選
の
一
つ

に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
駅
に
は
観

光
協
会
や
保
健
セ
ン
タ
ー
、
福
祉
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
施
設
が
併
設
さ
れ
、
地
域
の
人
た
ち
に

も
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

益
子
駅
か
ら
歩
い
て
10
分
、
美
し
く
整
備

伝
統
の
益
子
焼
に
触
れ
る

●は SL 停車駅

益ま
し

子こ

駅
さ
れ
た
、『
城

じ
ょ
う
な
い
ざ
か

内
坂
通
り
』
の
街
並
み
が
見
え

て
き
ま
す
。
こ
の
通
り
に
は
、
趣
の
ち
が
う

約
30
の
陶
器
店
が
軒
を
並
べ
て
い
ま
す
。
近

年
の
都
市
計
画
に
よ
っ
て
歩
�
や
ト
イ
レ
な

ど
、
街
並
み
が
美
し
く
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

軒
先
に
並
ぶ
焼
物
を
見
な
が
ら
、
ゆ
っ
た
り

と
散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

陶芸メッセ・益子　メインとなる「陶芸美術館」には人間国宝の故
濱�庄司の作品を展示。敷地内の陶芸工房では陶芸体験もできます。

益子陶器市
11月２日（木）～６日（月）

■益子町観光協会 / ℡ 0285-70-1120

秋 色

　

城
内
坂
通
り
か
ら
細
い
路
地
を
北
へ
入
る

と
陶
芸
の
丘
が
現
れ
ま
す
。
こ
の
丘
の
上
に

あ
る
の
が
『
陶
芸
メ
ッ
セ
・
益
子
』。
ま
ず
訪

れ
た
い
の
が
『
陶
芸
美
術
館
』。
こ
こ
に
は
、

筑
西
市
出
身
の
陶
芸
家
・
板
谷
波
山
の
教
え

を
受
け
た
、
人
間
国
宝
の
故
濱は

ま

田だ

庄し
ょ
う

司じ

の
作

品
と
益
子
在
住
の
作
家
た
ち
の
優
れ
た
作
品

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
末
期
か

ら
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
益
子
焼
、
や
や
厚
手

で
な
め
ら
か
な
肌
触
り
が
特
徴
的
で
、
水
瓶

や
土
瓶
な
ど
日
用
の
�
具
と
し
て
使
わ
れ
て

い
た
陶
器
を
芸
術
の
域
ま
で
高
め
た
、
作
家

た
ち
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
敷
地
内
に
は
移
築
さ
れ
た
『
旧
濱

田
庄
司
邸
』
と
氏
が
生
前
愛
用
し
て
い
た
登

り
窯が

ま

な
ど
も
復
元
さ
れ
て
い
ま
す
。
隣
接
す

る
陶
芸
工
房
で
は
、
ロ
ク
ロ
を
使
っ
た
本
格

的
な
陶
芸
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

土
に
親
し
み
な
が
ら
、
自
分
だ
け
の
湯
飲
み

や
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

陶
器
市
に
出
か
け
よ
う

　

現
在
、
益
子
町
に
は
約
３
８
０
の
窯
元
と
50

の
陶
器
店
が
あ
り
ま
す
。
若
手
か
ら
ベ
テ
ラ
ン

ま
で
こ
こ
に
窯
を
構
え
る
陶
芸
家
も
多
く
、
そ

の
作
品
は
多
種
多
様
で
す
。
こ
の
益
子
焼
を
気

軽
に
、
そ
し
て
安
く
手
に
入
れ
ら
れ
る
の
が
春

と
秋
に
開
催
さ
れ
る
『
陶
器
市
』
で
す
。
伝
統

的
な
も
の
か
ら
カ
ッ
プ
や
皿
な
ど
の
日
用
品
、

美
術
品
ま
で
販
売
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
新
進
の

作
家
や
窯
元
の
職
人
さ
ん
た
ち
と
も
会
話
が
楽

し
め
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
秋
の
一
日
、
陶
芸
の

町
、
益
子
に
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

益 子
ましこ

下館

下館二高前

折本

ひぐち

久下田

寺内

真岡

北真岡

西田井

北山

七井

多田羅

市塙

笹原田

天矢場

茂木

Vol.7

陶芸メッセ・益子

城内坂通り

西明寺

益子焼窯元
共販センター

益
子
駅

益子町役場 至笠間

至宇都宮

至真岡
至岩瀬

益子駅　大正２年開設。焼物の里、益子町の
玄関口として多くの観光客を出迎える。
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�
�
�
�
16
年
５
月
、
旧
関
城
町
が
開
講
し
た
『
生
涯
学
習
地
元
学
講
座
』
の
卒
業
生
が
、「
楽
し
み
な

が
ら
地
域
の
た
め
に
、
自
分
た
ち
の
手
で
で
き
る
こ
と
を
始
め
た
い
」
と
、『
梨り

想そ
う

の
会
』（
横よ

こ

島し
ま

正ま
さ

利と
し

会
長
・
関せ

き

本も
と

肥あ
く

土と

）
を
結
�
し
ま
し
た
。
同
会
は
、
ま
ち
を
大
き
な
公
園
に
見
立
て
、
梨
の
里
ら

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
演
出
し
よ
う
と
、
熱
い
思
い
を
込
め
て
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

『
梨
』と『
梨
の
里
』に
か
け
る
郷
土
愛

渡
わた

邉
なべ

 千
ち

代
よ

子
こ

さん（黒
くろ

子
ご

）

■このコーナーを担当したのは、

回
こ
の
よ
う
な
広
域
で
の
構
想
に
参
画
で
き
る
こ

と
を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
と

の
�
携
の
中
で
、
そ
の
良
い
面
を
う
ま
く
吸
収
し

て
自
分
た
ち
の
活
動
に
取
り
入
れ
、
今
後
に
役
立

て
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

取
材
を
進
め
て
い
く
な
か
で
、
梨
の
里
ら
し
い

雰
囲
気
づ
く
り
に
取
り
組
む
会
員
の
皆
さ
ん
の
姿

を
見
て
、
夢
へ
の
挑
戦
が
大
き
く
広
が
っ
て
い
く

の
を
感
じ
ま
し
た
。
今
後
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と

筑
西
市
が
、
梨
の
里
と
し
て
ま
す
ま
す
繁
栄
す
る

こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
へ
の
あ
ゆ
み

　

今
年
３
月
、
筑
西
市
の
『
春
の
花
』
に
、
梨
の
花

が
選
ば
れ
ま
し
た
。
鬼
怒
川
流
域
に
位
置
す
る
県
西

地
区
は
、
昔
か
ら
梨
の
栽
培
が
盛
ん
で
、
特
に
関
城

の
梨
は
他
地
域
に
先
駆
け
て
県
銘
柄
産
地
の
指
定
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

関
城
梨
の
発
祥
は
江
戸
時
代
後
期
に
さ
か
の
ぼ
り
、

西に
し

村む
ら

七し
ち

郎ろ
う

平べ
い

と
館た

て

野の

定さ
だ

四し

郎ろ
う

に
よ
り
栽
培
技
術
が
伝

え
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
子
孫
に
あ
た

る
関せ

き

本も
と

上か
み

の
西に

し

村む
ら

恒つ
ね

さ
ん
宅
に
は
『
関せ

き

本も
と

梨な
し

初は
つ

生な
り

之の

地ち

』
の
碑
が
建
っ
て
い
ま
す
。
初
め
は
観
賞
用
の
庭

木
と
実
益
と
を
兼
ね
て
栽
培
し
て
い
た
も
の
を
、
長

い
年
月
を
か
け
て
改
良
。
今
日
の
お
い
し
い『
幸
水
』

『
豊
水
』
な
ど
が
完
成
し
、
生
産
量
も
誇
れ
る
も
の

に
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

　

梨
想
の
会
が
、
梨
の
里
ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
の
ひ

と
つ
と
し
て
取
り
組
ん
だ
活
動
が
、
市
�
に
親
し
み

や
す
い
愛
称
を
つ
け
る
こ
と
で
す
。
市
の
協
力
を
得

て
、
一
般
公
募
を
実
施
。
関
城
地
区
の
中
央
を
東

西
に
走
る
�
路
に
は
『
ペ
ア
ー
ロ
ー
ド
』（
梨
の
�
）、

同
じ
く
中
央
を
南
北
に
走
る
�
に
は
、
そ
の
昔
飛
行

場
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
『
飛
行
場
通
り
』、
関
城
跡

シーニック・バイウェイ構想とは、自然や歴史、文化、風景などをテーマに、訪れる人と迎える地域
の豊かな交流による地域コミュニティ再生を目指すもの。美しい道路空間づくりのために住民や利用
者、ＮＰＯ団体、行政などが一体となって取り組みます。シーニック＝景色、　バイウェイ＝わき道の意。

※注）

▲関東鉄道常総線黒子駅前に植えた梨の木を囲む梨想の会の会員

の
通
り
を
『
関
城
通
り
』、
船
玉
古
墳
か
ら
関
城
支

所
に
続
く
通
り
を
『
船
舟
新
�
』
と
し
、
各
沿
線

に
愛
称
の
入
っ
た
看
板
を
設
置
し
ま
し
た
。
今
後

も
、
各
市
�
に
そ
の
土
地
に
縁
の
あ
る
愛
称
を
つ

け
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
梨
の
文
化
と
伝
統
を
未
来
に
つ
な
げ
る

た
め
、
も
っ
と
子
ど
も
た
ち
に
梨
の
花
や
実
の
育

つ
姿
に
関
心
を
持
っ
て
欲
し
い
と
、
関
城
幼
稚
園
、

関
城
保
育
園
、
関
城
地
区
の
小
中
学
校
・
教
育
施
設
、

関
東
鉄
�
常
総
線
黒
子
駅
に
、
観
賞
用
と
し
て
４

～
５
本
ず
つ
自
然
樹
形
の
梨
の
木
を
植
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、『
梨
の
花
ま
つ
り
』
や
『
梨
の
花
の
あ
る

風
景
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
』
な
ど
、
梨
の
消
費
拡
大

の
た
め
の
事
業
を
計
画
中
と
の
こ
と
で
す
。

　

梨
想
の
会
は
、
筑
波
山
周
辺
の
７
市
で
組
織
す

る
『
美
し
い
ま
ち
、
み
ち
づ
く
り
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
』
の
構
成
団
体
と
し
て
も
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
�
路
の
愛
称
募
集
な
ど
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
『
シ※
注

ー
ニ
ッ
ク
・
バ
イ
ウ
ェ
イ
』

（
風
景
街
�
）
構
想
に
参
画
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
会
員
の
黒く

ろ

岩い
わ

貞さ
だ

吉き
ち

さ
ん
（
関せ

き

本も
と

分わ
け

中な
か

）
は
、「
今

大
き
く
広
が
る
夢
へ
の
挑
戦
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